第２６回　全国建具組合連合会青年部中央研修会報告
全国建具組合青年部（浅田知範）は、

平成１８年１５・１６日の両日、奈良県にて全国より３３名が参加して第２６回中央研修会を開催しました。

第１日目は、橿原神宮駅前に集合し２００４年に世界遺産に登録された吉野　大峰山のふもとの町洞川（どろがわ）まで移動し講演会を開催しました。講演の前に浅田会長のあいさつ、続いて奈良県青年部の吹ノ戸部長が今回の参加に対する謝意を述べました。
この後、森と水の源流館館長　辻谷　達雄氏の講演に移りました。
講師の辻谷氏は大峯山近くの川上村で半世紀以上林業に従事された方で世界遺産に指定されている吉野・大峯奥駈道の歴史や時代の移り変わりによる周辺の村の盛衰を教えていただきました。さらに最近の木造住宅の減少、使用される木材の変化による吉野の林業の苦しい現状などを話していただきました。林業の問題は建具業界とも密接に関わりをもつ問題だけに皆が真剣な面持ちで辻谷氏のお話を聴かせていただきました。
　続いて、山先達　大西　佐美雄氏に講演して頂きました。
大峯登山の案内人をしていただく山先達の大西氏より大峯山を開いた修験道の開祖である役行者や、かつては大峯参籠が上方の男性の成年になる通過儀礼であったこと、大峯山の女人禁制とは女性差別ではなく女性が山に入ることで男性の心に穢れが生じ修行の邪魔になる為であるということ等を教えていただきました。さらに翌日の登山に際しての心構えや注意点などを話していただきました。
辻谷氏・大西氏ともに畳の間での座談会形式での講演に皆からもさまざまな質問が飛び出し両氏ともにざっくばらんに答えていただく有意義な２時間でした。
２日目は、午前６時に登山口より山先達の大西氏の先導で出発しました。雨が降るのではないかと思われていた天候も曇り空で清涼な空気の中の登山となりました。途中にある鐘掛岩という岩を素手で登る行では視界が悪くさらに強風が吹き付ける悪条件をのりこえ、西の覗きと断崖絶壁から身を乗り出す行、裏行といわれるさらに過酷な荒行をも全員が制覇し見事に「満行」となりました。４時間かけて辿り着いた山頂にある大峯山寺では青年部の一層の発展を祈願する護摩法要が執り行われました。そのころには雲が少なくなり周囲の山々を見渡す大パノラマを展望することができました。山を登り緑の中を歩き岩に触れることで自然と調和し、古寺をたずね修験道の伝統に接し、「ようおまいり」と声を掛け合うことで人のぬくもりにふれ、荒行の中で死と直面するような自然の脅威や恐怖を感じながらもそれを自分の力で克服するという大峯登山は、ある意味においては究極の自己啓発＜マインドイノベーション＞になったのではないでしょうか。

下山後、橿原ロイヤルホテルに場所を移し、懇親会が行なわれました。

「精進落し」の会は、大いに盛り上がり、大峰修行の話や近況報告などをして楽しいひと時を過ごしました。
最後に木村理事の締めのあいさつにて、今回の中央研修会を終了しました。

奈良県　山中　貴彦



　　

